
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月８日は「いい歯の日」です。そこで，１１月は「歯」について考える１ヶ月にしたいと思います。 

今年度の歯科検診の結果，本校でのむし歯がある児童の割合（乳歯・永久歯）は，全校児童６８人中，１８

人（約２６％）でした。学年別の割合を見ると，１年生３０％，２年生２９％，３年生２７％，４年生１９％，

５年生２９％，６年生は２９％でした。 

むし歯は放っておいて治るものではありません。一度むし歯になってしまったら，必ず歯科を受診し，治療

が必要になります。また，「乳歯だから永久歯が生え変わるまで待てばよい」という考えは大間違いです。 

 

乳歯のむし歯を放置しておくことで，次のようなリスクがあります。 

＊口の中で細菌が増え続けることで，他の歯がむし歯になるリスクが高くなってしまう。 

＊むし歯が進行し，乳歯の下で育っている永久歯の発育に悪影響を及ぼす。 

＊変色や凹みのある永久歯が生えてくる場合もある。 

＊歯並びにも関わり，矯正治療が継続して必要になってくることもある。 

 

 

 

１０月末までのむし歯の治療状況は，全校としてはあと８人でむし歯０人になる状況でした。受診が確認さ

れていないご家庭に対しては，再度，「歯・口腔の健康診断結果のお知らせ」を配付しますので，かかりつけの

歯科を受診してください。手違いで，受診後に再度発行されていた場合には，お手数ですが学校までお知らせ

ください。お子さんの歯の健康を守るためにも，ご協力よろしくお願いいたします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
賀美石小学校 保健室 

２０２３．１１．１（水） 

       NO．１１ 

おうちの人とよみましょう 
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２年生は治療率１００％で，『むし歯ゼロ』になりました！治療が済んだ後は，

「予防歯科」に努めて，引き続き，『むし歯ゼロ』を維持しましょう！！ 



 

 

 

むし歯がなかったお子さんでも，「CO」，「GO」がある場合には注意が必要です。 

全校児童６８人中，「CO」は１８人（約２６％），「GO」は２９人（約４３％）でした。 

「CO」，「GO」の意味は，むし歯や歯周病のごく初期の状態をいいます（下記参照）。 

CO 要観察歯 歯の表面が白く濁った状態や，かむ面のみぞが着色した状態 

GO 歯周疾患要観察者 
歯垢の付着と軽度の歯肉炎がある状態 

（特に，歯並びの悪いところや生え始めの部分に注意） 

この状態は，早期に気づき，口の中の環境を改善できれば，進行を防いだり，健康な状態に回復し

たりすることも可能な状態です。「歯を守り，歯を強くする大切なこと」をご家庭で実践していただ

き，お子さんのお口の健康を守っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんの口の中では，順番に，少しずつ，子どもの歯から大人

の歯に生え変わっています。そのため，どこかしらの歯が抜けてい

たり，新しく生えてくる途中の歯があったりしていると思います。 

 この時期に気をつけてほしいのが，「歯のみがき方」です。 

たとえば，生え途中の奥歯は，他の歯よりも背

が低かったり，歯肉がかぶさっていて埋もれて

いるところがあったりするよ。 

だから，これまでと同じようにしっかりみが

いていても，奥歯に歯ブラシの毛が届いていな

いことがあるんだよ。 

口を横にグイっと広げて，歯ブラシ

を横から入れるといいよ！ 

 歯肉があってみがきにくいところ

は，デンタルフロス（歯間ブラシ）を

使ったり，仕上げみがきをしてもらっ

たりするのもいいね！ 


